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会  議  録 

 

会議の名称 平成２８年度第５回富士見市社会教育委員会議 

開催日時  平成２８年１０月２４日（月）午後７時～９時 

開催場所  教育委員会 会議室 

出 席 者 

本間雄一委員、長ケ原美博委員、吉田廣子委員、 

小森重紀委員、武田秀規委員、田尻円委員、𢰝木道代委員 

事務局 

欠 席 者 千葉純平委員、大根田良夫委員、岩村沢也委員 

公開・非公開 公開（傍聴人 ０人） 

会 議 次 第 

１．協議事項 

（１）地域でできる子どもに向けた支援 

２．報告及び連絡事項 

 

会 議 資 料 定期刊行物 

会議録確認 本間雄一委員 
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会  議  内  容（要点記録） 

１．開 会 

○議長あいさつ 

 

２．協議事項 

（１）地域でできる子どもに向けた支援 

 

各委員より、事前に提出された「地域が行っている活動の対象別の仕分けシート」

をもとに、協議を行った。 

 

【議長】それぞれ、シートの概要説明を。 

【委員】シートを埋めながら、関わる保護者、参加する子どもの固定化は、どのイベ

ントでもみられる課題ではないかと感じた。地域の人材に関しては、イベン

ト等を知らない人も多いのが現状ではないか。何か地域の役職を担うことで

知ることができる。地域の人と言いつつも、地域で何が行われているのかを

知らない人がとても多い気がする。 

【委員】活動する中で、協力をしてきてくれた地域の人たちをつなげられないかとい

うことを感じる（単発にならないように）。また、活動については、学校のサ

ポートがとても大きい。活動自体も規模が大きくなれば、部分的なところで、

温度差が生じることもあり、本来の活動の趣旨は変えずとも、柔軟性をある

程度もたないと、継続することが難しくもなったりすると思う。バラバラ感

があると、団体としての統一感もなくなる。 

【委員】いい活動というのは、やはり継続していい効果を発揮すると思う。継続する

努力や、引継ぎなども含めて、大事。 

【委員】実際の子育て世代の親の参加が非常に難しいのが現状では。 

【委員】委員の意見を項目ごとにまとめた表にした方が、全体の意見がみられてよい

のではないか。 

【委員】まとめると見やすい一方、委員それぞれ立場（所属）が異なるため、意見と

して相反するものもでてくるのではないか。 

【委員】双方の意見があって良いと思う。いろんな視点を第三者的に見て、異なる意

見があれば、その摺合せが重要。 

【委員】市内全体でみても、地域格差は大きい。地域によって、人の関わりが全く異

なるというのは感じる。 

【委員】学校経験から思ったことだが、学校がまず地域にでることが最初の一歩だと

感じている。富士見市では、コスモス街道を整備している事業があるが、地

域の環境清掃や整備など、学校が取り組みやすい事柄であるため、近隣学校

も一緒にやれるとよいと感じた。今は、中学生も防災訓練などで活躍してい

る事例があるので、中学生の活力をもっと地域の人に知ってもらう機会を増

やすとよい。 

【委員】学校も多くの事業があるため、非常に忙しいのが現状ではないか。地域との

関わりも大事だが、学校や先生方の理解を得るということも、とても大事。

最初は大変でも、当然化すれば、定例化してくるので、そこに行きつくまで

の努力は必要。 
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【委員】人形劇をやっている経験から感じたが、子どもがイベントになかなか足を運

ばないが、来るとかなり満足した状態で「楽しかった」と言って帰ることが

何度もあった。楽しさを感じてもらうためには、足を運ばせる、向かせるき

っかけづくりが必要と感じる。また、読み聞かせなども、単純に保護者の方

へ協力依頼をすると、なかなか手が挙がらないが、学校の協力を得て、学校

経由で依頼をすると、集まったりする。また、最初は義務的に来ていた保護

者でも、楽しさを感じて、今は自らの意思でボランティアスタッフをしてく

れている。子どもも、大人も、最初のきっかけづくりがとても大きいと感じ

る。 

【委員】絵本の読み聞かせも、始めた当初はかなり学校での受け入れが厳しかった。

しかし、経験を積む中で、読み聞かせボランティアの団体がいくつかできた

り、今は学校からの依頼で市内だけでなく、市外へ行っている団体もある。

最初は大変でも、子どもの想像力を養うなど、地道な活動を続けることで、

認められたりもしている。 

【委員】今後、学校にタブレットの導入やプログラミング教育が入る。想像力をはた

らかせることはとても大事。読み聞かせを始め、子どもの読書は大切。 

【委員】事業を行うときは、学校との調整が必須。いろんな団体が属する支援者協議

会などが、その役割を果たしたりするとよいのでは。 

【委員】学校によっても、小学校はいろいろな団体がメンバーに入っているが、中学

校は比較的、先生と PTAというところが多いのでは。 

 

 

次回、シートを委員全員の意見を入れた形で作成し、現状・課題・課題分析・提案

を第三者的にみて、まとめることとする。 

 

 

３．その他 

  次回会議日程 

   平成２８年度第６回会議  

日程：平成２８年１２月９日（金）午後６時～ 

         場所：みずほ台コミュニティセンター 会議室 

 

４．閉 会  

○副議長あいさつ 

 

 


